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澁 澤 龍 彦 とジ ョゼ フ ァン ・ペ ラダ ンあるいは
『悪魔のいる文学史』の舞台裏
久 松 健 一
序
一冊 の図書 に言及 しておきたい。 『書 物の宇宙誌 ・澁 澤龍 彦蔵書 目録』(国書
刊行会2006),この余滴,最 大 の参考文献 で ある。 帯 に 「本棚 の ミク ロコス
モス」 と記 された厚手の 目録が上梓 され ていなければ,小 文 は存在 しなか っ
た。神 田の書店 で,函 か ら本体を と りだ し頁 を繰 っていた。次 の瞬間,口 絵
に載 ってい る書影 を見て手がふ るえた。 ひさ しく確信 は していた ものの,確
証がなか った。それを読み,邦 訳 し,か く編みあげてゆ く。手法は薄 々わか っ
ていた。
趣味嗜好の問題 もあろうが,澁 澤龍彦を前にすると,種村季弘 も生田耕作 も
荒俣宏もどこかかすんでみえる。華奢な躯に似合わない ドラコニア王国の貴
公子,い や,魔 王の態である。わざわざ断るまでもない,浅学の身に到底追
えるはずのない鬼才,知 の巨人だ。圧倒的な筆力 にchapeauを脱ぎ,汗 牛
充棟の書斎に身を沈める博覧強記を嫉み,探 求考証の深さに舌を巻 く。凶器
とさえ感 じる創見,眼 力,学 殖をただ遠 く仰ぎ見るのみ。 しか し視線を仰角
に据えなが らも,博引芳証の有 り様には首を傾げることがあった。ときに傍
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証の あれや これやが,な にや らかにや らの換骨 奪胎,出 典 隠蔽,引 用無宿,
いや,到 窃,盗 用 とさえみえたか らだ。
旗手 と祭 りあげ られ,そ の道 の権威 とされ る。 さす れば,と か くの噂 はつ い
て まわ る。妬心か らとおぼ しき憶測,.憶断を耳 にした こともないで はない。
しか しなが ら,酒 の肴を超え るには文献 が必要だ。現物 を確か めな いか ぎ り,
推測の域 はでな い。詩人 に して仏文学者 の入沢康夫 の紹介 記事 によれ ば,澁
澤 は 「古今東西 の典籍 を渉猟 し,プ リニ ウスや アタナ シウス ・キル ヒャーを
は じめ とす る珍 奇 ・稀観 をあまた所蔵 し,親 炎 されて いた」(「太陽:特 集 澁
澤龍彦」1991)〔*)とい うで はないか。最 初か ら勝 負 はつ いて い る。 大 人 と子
供,月 とス ッポ ン。 とは言 うものの,ス ッポンな りに くらいつ く術が ないで
はない。 とにか く,た め らわない。気 にな る書 物は懐 の許 すか ぎ り,手 もと
に引 き寄せ る。読 めない外 国語 の文献 であ って もこれぞ と思え ば買 う。澁 澤
邸 の書架 を撮 った写真 につ られ,背 文字 だ けで何冊 か書物 を購入 した。古 書
店主 と電話 を していて話題 に出た本 を 『魔 術大 全』 と早 合点,郵 送 された書
物 を開いてみれば 『マジ ック大全』 であったこともある。空振 りは雨 あ られ。
大半 は無駄。筋 はず し。 的外 れ。 ただの酔 狂であ る。 それ に して も,本 人 に
聞 ける訳 はない。「これを見た」「あれを参 照 した」 とい う証 拠 はどこにある
のか。所詮,当 て推量 ではないか。勇 み足 なのではないか。 悶 々と したまま
時が過 ぎた。 ところが,思 わぬ出会 いが待 っていた。 冒頭の一冊で ある。
*プ リニ ウスPliniusSecundus,C.に関 しては,Naturatishistoriaの仏語訳
(Pliniusは仏語でPlineと表記される)Histoirenaturelle(LesBelleslettres)全
37巻のうち35巻分(欠3巻 ・4巻)を澁澤は所蔵 し,その大半に書きこみをして
いる。あわせて,英 語訳(英 語ではPlinyと表記)も15巻所有 していた。邦訳
の 『プリニウスの博物誌①一③』(中村定雄ほか訳,雄山閣)も 持っていた。もちろ





鬼面人 を威 す。 もちろん知性の レベル での話 であるが,現 代 は比較的簡単 に
それがで き る。 イ ンターネ ッ ト上 で隠れ るよ うに公 開 され てい るinforma-
tionを巧 み に入 手 し,し か るべ く操れば,世 間 にあ ま り知 られて いな いデ ー
タを簡単 に入手 でき る。使い方 によっては相手 を褒 めそやす ことも,腐 す こ
と も,威 嚇する こともで きるだ ろう。 また,何 年 も頭 を抱 えて きた疑 問が瞬
時に氷解 す ることもあ る。 鬼の首 はたやす くとれるのだ。
私事であるが,こ んなことがあった。小酒井不木という探偵小説家について
　 　
である。 この人物 を 「こさかい」 と読むか,そ れと も 「ござかい」 が正 しい
のか 口論 にな った。般 若湯の力 も手伝 って,Aは 前 者,Bは 後者 だ と主 張 し
て譲 らない。 昔か ら 「こさかいふぼ く」 と記憶 してい るとAが 言 う。 いや,
濁音 が専門家 の常識 だ とBも 引かな い。 固有名詞 談義 は徐 々に熱 を帯 び,
声 も大 き くな ってゆ く。店 内に険悪な ムー ドが漂 いだ した。 その とき,店 主
が無言で行 司をか ってでた。客 か ら見えな い場所 に置 いてあるパ ソコンを操
作 して,ネ ッ トで調 べ 出 したの だ。Wikipedia(フリー百科事典)と い うサ
イ トが ある。人物検索 な ど固有 名詞 を簡単 に調べ られ る。名前 にはふ りがな
がふ られ ている。店主 はその画面 を読 みあ げた。「ござかいふぼ く」。清音 を
主張 したAの 面 目はつぶれ たか にみ えた。 が,話 は ここで終 わ らない。翌
日,Aか ら電話 があ った。 「や っぱ り 『こさかい』 が正 しい ようだ」 と言 う。
で も,昨 日の ことがある。怪語 に思 いつつ話を聞 くと 「店主 はパ ソコ ン操作
が甘 い,詳 しくコ ンピューターで検索 を してゆ くと 『小酒井不木 の読 み方』
とい うどん ぴ しゃのサイ トがある」 との ことであ る。その記述 によれ ば 「こ
さかい」 が正 しい そうだ。小酒井 の親戚縁者 の証言 が載 って いる,だ か ら間
違 い ようがない。Aは そ う主張 す るの だ。 「そのサイ トの情報 が間違 いだ と
書 かれた サイ トが,ど こかで見つ か るか もしれない じゃないか」。 とっさに
浮んだ混 ぜ返 しは 口に しなか った。
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パ ソコンのなか った時代 に細 かな情報 を どうす れば集 め られ るか。大勢 の人
にそれ と知 れず に,得 難 い情報 をいかに して手 もとに引き寄 せ るか。方法 は
ひ と




誤 解 のな いよ うに付言 す るが,独 創 な ど信 じていな い。 この太陽 の もと
「独創」 な どあ りや しない。創造の周囲 には模倣 と引用の影が ついてまわ る。
それ はわか って いる。 「偉 大な芸術家 が先人の模倣を恐 れた ことな どな い」
とモ ンテーニ ュは書 き,フ ラ ンソワ ・モー リア ックは 「創造が無か らなに も
のかを作 り出す とい うことであれば,作 家 は創 造な どしては いない」 と記 し
た。至言で ある。
以下は,澁澤の執筆術に物申すという意図で記すのではない。澁澤龍彦が生
まれたのは1928年(昭和3年),東 京大学入学が昭和25年,そ の後 「サ ド
の現代性」 というタイ トルの卒論を提出,「もはや戦後ではない」 と言われ




分が知 らぬだけで,そ れこそネ ットを くまな く調べれば,ど こかで,だ れか
が同様の指摘をしているのかもしれない。題名に 「研究余滴」と要 らぬ冠を
被せたのはそのためであり,専門と呼ばれる守備範囲からいささか外れてい
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破
澁澤龍彦 の著書 に 『悪魔のい る文学史』(中央公論社1972)があ る。 その本 の
都合8番 目に 「ジ ョゼ フ ァン ・ペ ラダ ンとス タニス ラス ・ ド・ガイ タ侯 爵
一 世紀末 の薔薇十字 団運 動」 とい う章があ り,そ の うちJos6phinP61adan
ジ ョゼ ファン ・ペラダ ン(多 くの文学書 に本名 は ジ ョセ フ ・ペ ラダ ンとあ る
が,ガ ブ リエル ・オル メーが正 しいよ うだ)に 触 れた箇所 は都 合17頁 ほ ど
だ。 ペラダ ンな る人物 を ご存 じな い方 に文学事典 のよ うな味気な い記述を さ
しあげれば,こ んな具 合であ る。
才力ル テイス ト マ 　 ジ ユ
P61adan:隠秘学者で あ り魔法道士。 小説家 であ り批評家 で もあ る。 薔
薇 十字 運動 の教 祖,「 薔 薇十 字 の サ ロ ン」leSalondelaRose-Croix
(1892-1898)を創 設。著 書 に 『至高 の悪 徳』LeViceSUPreme,『ア ン ド
ロギ ュヌス』L'Androgyneなどがあ る。『至高 の悪徳 』の なかで,フ ラ
ンス共和 国の標語 「自由 ・平等 ・友愛」 をその実態 は 「義務 ・ヒエ ラル
キー ・偽善」 だ と看破 した美学的講釈,そ れは夙 に知 られてい る。
写 真lJ.P61adanのcaricature
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「ジ ョゼ ファ ン ・ペラダ ンとスタニス ラス ・ド・ガイ タ侯爵」 の 出だ しには
「ほか で もない,ペ ラダ ンにつ いて触れて い る数少 ない 日本人 の文章 を探 し
てみたまでの こと」 とい う断 り書 きが ある。 その付記 に該 当す る日本 人は,
順 に,辰 野 隆,渡 辺一 夫,林 達夫。皆,十 全 な語学力で糧 を得 ていた一騎当
千,そ れが章 の枕 に置かれ る。 これ までペ ラダ ンな る人物 に触 れた ことのあ
はらから






















大き く分類 して,ほ ぼ五つの ジャンルに類別す ることが可能 とな っている。
さすがに澁澤で ある。 おびただ しい作 品群 を手玉 にと り,包 丁の さえ よろ し
く五 つの切 り身 に盛 りわける技 にまで通 じてい る。思 わず,そ の冴え にうな
る。 いや,そ うで はない。 ペラダ ンの原書 には,扉 の裏頁か巻末 にか な り細
かな宣伝用 の刊行案 内(図 書分類)が ついて いる。 た とえ ば,LαDθη磁 γε
LeρOndeL60narddeVinCi(Bibliothequeinternationaled'6ditionE.Sansot&
Ciel904)の扉見返 しに載 って いるペ ラダ ンの著 作群 の ジャ ンル分 け と澁澤
のそれは,一 部順番 に違 いはあるが,中 身 は同 じであ る。
澁澤 は 「まず,そ の第一 は,著 者 によ って 『風俗 描写 』 と銘打たれた ところ
の連作小説 『ラテ ン的荒廃』全二十一巻 である」 と記 す。た しか に,ペ ラダ
ンの著作 を ジャンル別 にわけた最初 の一群LaD6cadencelatine(Ethopee)
には,LeVicesuPreme(1884)を皮切 りに20冊 が列記 されて いる。 澁澤が
それを21巻 と したのは刊行年 の都合,21冊 目LαTorcherenverseeの刊行
年 は1925年で ある ことによる。 ちなみに,「風俗描写 」 とは,ペ ラダ ンがバ
ルザ ックに対抗可能な実力 あ りと信 じて一連の小説 に 自ら付 した副題であ る。
つ いで澁澤 は書 く。 「第二 の ジャンルは,『死 せる知識 の階段講 堂』 とい う,
これ もまた大 げ さな総 題を もつ,著 者 の哲学 ない し純粋思 弁を叙 した全七巻
に及 ぶ理 論書」 だ と。 これ はAmphith6atredesSciencesmortesと題 さ
れ た一群 の魔術 に関す る理 論書を指 して いる。 ただ し全7巻 ではな く8巻 で
あるb澁 澤の説 明文 にはL'ArtdelaVoluPt9(1912)が落 ちて いる(*)。この
一冊が漏 れたのは,お そ らく,澁 澤が参考 に した文献 のせいであろ う。 しか
し 『悪魔 のい る文学史』 のなか に,ペ ラダ ンの作 品を五 つに分類 する ことに
われ
関 して参考 文献 を匂 わす記述 はない。 文献 の海 を単身 で泳 ぎ,「吾,分 類 せ




第 三 は 「『美学 の頽廃 』 とい う総題を持つ」 とあり,つ づいて 「さま ざまな
領域 にわた る著者の芸術論 で,そ のなか には絵画展の批評や,フ ェ リシャン ・
ロップス,マ ネ,ク ールベ,レ オナル ド,オ ルカ一二 ャ,ア ンジェ リコ,レ
ンブラン ト,あ るいはワーグナー,ト ルス トイ,テ ー ヌな どを論 じた文章 が
あ る」 と記 され る。固有 名詞 がた くさん出て くると読 み手 はひるむ。 ま して,
知 らぬ名が い くつ も混 じっていればなお さらである。 マネ,レ オ ナル ド,レ
ンブラン ト,そ のあた りに問題 はないが,ア ンジェリコ,ク ールベ,ロ ップ
ス と来 るといささか怪 しくな り,オ ルカーニ ャな ら音 か ら して イタ リア人 で
は あるまいか といった程度 の知識 しかないため,焦 燥感 や ら,劣 等感 や らが
沸 く。書物 の森 に囲 まれ,珍 書 や豪奢 な画 集を涼 しい顔 で播 く澁澤 の姿 が浮
んで くる。 だが,そ うではない。 この ジャンル に分類 され るペ ラダ ンの著作
を集め,中 身を逐一確認 す る必要 はないのだ。 先ほ どか ら参照 して いる図書
案内を見れば,書 かれている内容 が容易 に想像で きる。LaD6cadenceesth6-
tiqueのシ リーズに分類 され る例 と して,扉 見 返 しに記 され たペ ラダ ン著作
一覧 にはLeT彪 ∂〃θdeVVagner,La1～⑳0ηSεdTolstoi,ROfutationesthe－
助 μ¢友 τα仇θの名 が上 か ら順に載 って いる。 だか ら 「ワーグナー,ト ルス
トイ,テ ーヌな どを論 じた文章 があ る」 ことは間違 いない。 さ らにその下 に
は,画 家の名前が連想可能 な副題 を施 された書名が並 び,さ らに簡単 な解説
も施 されて いる。オ ルカ一二 ャJacoppoDiCioneOrcagnaの名 もある。
「観念 と形体」 とい う総題 で まとめ られた,ペ ラダ ンの第四 の ジャンル に関
す る澁澤の記述 には不可解 な箇所がある。 ちなみ に,自 身の手 もとにこの ジャ
ンルの作 品が12冊 あ る。ペ ラダ ン生前の 出版で ある。表紙 にLesid6esetles
formesと書 き記 され た書 物群でParis,Bibliothequeinternationaled'6di-
tionE.Sansot&Cieが版元。 生 田耕 作 の家蔵本で あ った もの も入 って い
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る。知 られた蔵書 印が見返 しに押 され ているか らだ。 しかる筋 か らま とめ買
い したので,ひ ょっとす るとすべて生 田耕作 の旧所蔵本 であ ったか もしれな
い。 それは ともか く,こ の ジ ャンル の説明文 のなかに,澁 澤は 「カタ リ派や
トルバ ドゥールに関す る論文(rパルシファルから トルバ ドゥールまで』一九〇六
年)」と書 いている。 しか し,こ の書名 は妙だ。ペラダ ンは こん なタイ トルの
本 を書 いていない。1906年に物 され,第 四の ジャンル に分類 できる書物 であ
るな ら,表 題 は 『パル シフ ァルか ら ドン ・キホーテまで』DeParsifaldDon
Quichotte,副題 が 「トルバ ドゥールの秘密」lesecretdesTroubadoursの
はず。 もし原書 を持 っていれば この誤記 は起 こ りえない。 なぜ な ら,細 字 の
副題 は,太 字 の表題 の前 に別行で離れて置かれて いるので,書 名 を見 間違 う
わ けが ないか らだ。 ところが,先 ほどか ら澁澤がペ ラダ ンの業績 をジ ャンル
分 け した記 述箇 所 と比較 対照 して い るLal)θη磁7θLecondeLεoηαγdde
Vinciの扉裏 にあ る案内 には,以 下 の ように書かれ ている。 活字 はすべ て同
じフォ ン ト。経年 のために くすんだ用紙,浅 い黒文字 の印刷で ある。
DEPARSIFALADONQUICHOTTE(sEcRETDEsTRouBADouRs)
1906.




実 は,『悪魔 のい る文学史』 を した ためた時点(1972年)で,澁 澤はペ ラダ
ンの原書を ほとん ど入手 できていなか った。 かつて,邦 訳 はなか った(い ま
で もrパ ル ジフ ァル の復活祭 』(国書刊行会1988),r書物 の王 国⑨ 両性 具有』
(国書刊行会1998)など細 々あ るだけ)。では,ど うす るか。 しか り,ど こか
か ら借 りて くる。知人か らではない。 図書館で もない。 手持 ちの本か ら別 の
本 を引 き寄せ るという綱渡 りであ る。書架 にLaDernie"reLecondeLe'onard
deVinci(1904)はあ った。 だか ら,図 書案 内の頁 は参照可 能で あ る。 しか
しなが ら,1)eParsifaldDonQuichotte(1906)は所 蔵 していな い。 出版案
内 を見 なが ら,こ のジ ャンル分 けの箇所を書 き進めた。そのた めに誤記 を冒




と こ ろ で,ペ ラ ダ ン と い え ば 定 番 の 研 究 書 が あ る。1952-1958年に 刊 行 さ れ,
「ベ ル ト レ博 士 が 物 し た 浩 潮 な 」 と澁 澤 が 形 容 す るLαPens6eetlesSecrets
duS4r/bs⑳厄 ηPεZα∂αη(Ed.Rosicruciennes,4volumes1952-1958)(')であ
る 。 も し,澁 澤 が こ の 本 を 駆 使 して ペ ラ ダ ン に つ い て の 論 及 を 積 み 重 ね た と
し た な ら,そ れ は そ れ,す ぐ さ ま ネ タ が ば れ る 。 簡 単 に 読 み 解 け る本 で は な
い が,お そ ら くは そ う な る 。
*澁 澤 の書 斎 で所 在 が 確i認さ れ る の は,書 き こみ が施 され た そ の うち の4巻(Tome
IV:P61adanromancieretmoraliste-LeCycledelaD6cadenceLatine-Les
DramesdelaConsience)だけ で あ る。
『悪魔のいる文学史』のペラダンに関する項 目を書 くために,澁 澤が参考に
した主要文献は別の書物である。ペラダンその人の著作はほとんど持ってい
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ない。 そのため,信 頼 のお ける第三者 の読解力 に支え られた,引 用,援 用,
孫 引きが不可 欠であ る。 しか し,そ れとは明記 しない。本 文の流れ に押 し流
し,丸 呑 み させて,ど こか らどこまでが澁澤 の知識 なのか,引 用なのか,判
然 と しない展 開に仕立 て る。 これ,ま さに澁澤節。す なわち,彼 の文章は引
用か ら引用 への速度 がす こぶ る速い。疾走す る文 の流 れに乗 るうちに,や が
て引用 と地 の文 とが分 ちがた く解 け合 い,両 者 の境界 がな くな って しま う。
ところが,『悪魔の いる文学史』 の後書 きには こう記 されて いる。
本書(引 用者注:r悪魔のいる文学史』)は研究論 文ではな く,あ くまでエ ッ
セイのつ もりで楽 しみなが ら書 いたので,参 考文献 目録 や索 引はつけな
か った。 それ で も,で きるだけ出典 を明 らか にすべ く,煩 項 にな らない
程度 に,引 用 した数 々の書物 は本文 中 に邦訳題名 を記 して おいた。 いわ
ば道 しるべの ため の石 のよ うな ものであ る。
はた してそ うか。 「道 しるべ の石」 なのだろ うか。 その石がず っと一列 につ
なが ってい ると した ら,い や,道 しるべの石 ばか りが しゃべ り続 けていた ら
い ったい どうな るだ ろうか。 それ も,道 しるべ と知 らされぬ ままに。












本 当なのか とつ っこみた くなる。 その一方 で,表 記の荒 い箇所 も散見 された。
た とえば 「(薔薇十字展で初めて名が世間に知られるようになった画家)ジ ャン ・
デル ヴィル,ア ン リ ・ド・グル ー,ベ ル ギーのカル ロス ・シュヴ ァーベ,ア
ルフ ォンス ・オスベール,ア レクサ ン ドル ・セオ ン,ア ル マ ン ・ポ ワン,そ
れに シャルル ・フィ リジェな どの面 々」 と立 て続 けに固有名詞 を書 きつづ り
なが ら,た った一人の人物だ け しか注記 がない。 シ ャルル ・フ ィ リジェだけ
は,直 後 に数行 にわた る解説が追記 されてい るものの,ほ かの人物 は ほ って
おかれ る。 もちろん,自 分 に知力 の足 りない ことは十分 に知 っていたが,な
ん とも恣意 的だと感 じた。書 かれている中身 に,濃 淡が あ りす ぎる。それ に,
しるべ
分析が表層的だと思われる箇所には文献の名が書かれ,標 が置かれている。
ところが,細 かな記述が集中す る箇所になると標識は示 されない。 このアン
バランスが気になった。いや,こ れは現在から見た過去回想,あ くまで今に
なって考えた小理屈,後 だ しじゃんけんにすぎない。「ユ リイカ」の連載が
終わ ったその年の秋,『悪魔のいる文学史』は単行本になった。それを手に
して驚いた。あきらかに記述の濃度が増 していたからだ。加筆 された箇所が
多々ある。わけても加筆が多いと感 じたのは,初 出の章のタイ トルまでも改
めた 「ジョゼファン・ペラダンとスタニスラス ・ド・ガイタ侯爵」の箇所,
つまり拙論で取 りあげている部分である。後に 『悪魔のいる文学史』は文庫
版でベス トセラーの仲間入 りをはた し,『悪魔のいない文学史』なるもじり
も登場 した。おそらく,澁澤の著書のなかで もっとも読者を獲得 した一冊で
あろう。
閑話休題,マ リオ ・プ ラー ツMarioPraz著のThe1～omanticAgony(Meri-
dianBooksNewYork1946)が澁 澤 の参考 文献 のひとつ(*)。この文 献 は重要
であ ると本書 中に記 されてい る。 ただ し,こ こか ら大量 に孫引 きを しま した
とは書 かれていない。 本文を読み進 めた だけでは,プ ラー ツの論考 がペ ラダ
ンを知 る意 味で必 須の文献 であ るこ とはわか る。で も,そ こか ら引用 した と
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断 り書 き が あ る の は た っ た 三 行 だ け で あ る。
*ち な み に明 治 大 学 の 「林 達 夫 文 庫 」 に 同 書二 冊 が 納 め られ て お り,澁 澤 が 引用 し
た 箇 所 と ほぼ 同 じ部 分 に線 引 き が され て い る。 た だ し,線 が 引 か れて い る の は ポ
ケ ッ ト判TheRomanticAgony(TheFontanaLibrary1962secondimpression)で,
MeridianbooksNewYork版に 書 き こみ は な い。
TheRomanticAgonyの邦訳名 は 『肉体 と死 と悪魔 』(国書刊行1986)(*)とい
う。 その訳書 のカバー の裏頁 に,澁 澤龍彦 の推薦 の ことばが刻 まれて いる。
単行 本 『悪魔 のい る文学史』 の刊行 時か ら数 えて14年 後 の邦訳 であ る。 そ
の時 間差 を踏 まえつつ,彼 は以下 のよ うな文言 を記 した。
19世紀 ロマ ン主義 文学 の病 理 を摘 出 した書 と して,久 し く私 たちの枕
頭 に置 かれていたマ リオ ・プラーツの名著 『肉体 と死 と悪 魔』が,い よ
いよ邦訳刊行 され ると聞 いて,今 昔 の感 を深 くして いる。(中略)私 は
このエ ロス とタナ トスの象徴を散 りばめたデカダ ン文学百 科 ともい うべ
き名著 か ら,サ ドやユイスマ ンスやペ ラダ ンを追求す るための,ど れだ
け多 くの ヒン トを得 てきた ことで あろう。
「枕 頭 に置か れた」 書物 か ら 「多 くの ヒ ン トを得 てき た」 とは けだ し名言 で









具体 的に言 えば,『悪魔 のい る文学史』pp.189-194に引かれてい る都合 六つ
の引用文 の うち四つは,プ ラー ツ教授の著書 か らの孫 引きであ る。 引用 箇所
を,彼 の著作 か らだ とことわ ってい るの は一 カ所,ほ かはそれぞれ原典 か ら
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写 真3MarioPrazの 書 斎(マ リオ ・プラー ツ美術館内)
の引用であ ると見 まが うよ うに文献 が示 されてい るω。 しか し,こ の箇所で
引用先 と して示 された文献 を澁澤 は家蔵 していない。 引用先 と して示 した原
書 か らで はな く,博 捜 を極 めたプラーツの着 眼 と分析 におんぶ にだ っこ とい
うわ けで ある。些細な 引用 ごときで 目 くじらをたて るにはあた らな いとす る
見 方 もあろ う。 それ はそ うか もしれぬ。 ただ,立 場 を逆 に した らどうだろう。
澁澤の著作を外国語 に翻訳 した とした ら,そ の とき同 じ顔 を して い られ よう
か。無断借用,い や,剰 窃,盗 用 の誹 りを受 けずにすむ ものだ ろうか。
傘たとえば,『レオナル ド論』のなかでペラダンが展開 した 「レオナル ドは,ア ン
ドロギュヌス(引用者注:レオナル ドが美の最高形式としてそれを表現する秘密を知って
カノン
いた と信 じられてい る両性具有者 の こと)の 名 で 呼 ば れ る ポ リュ ク レイ トス の 規 範 を
発 見 した。ア ン ドロ ギ ュヌ ス は,こ の 上 もな く人 工 的 な性 で あ り,二 つ の 原 理,




い う文 言 で始 ま る箇 所 は,す で に 『夢 の 宇宙 誌 』(美術出版 社1964:この 書 の巻 末
に は参 考 文 献 一 覧 が 附 され て い て,PrazMario,TheRomanticAgony,London
l954も載 って い る)で も引用 され て い る。 ご 覧 の よ う に こ の 引 用 箇 所 に は省 略
が あ る の だ が,そ して,そ の省 略 は プ ラ ー ツ教 授 の判 断 に よ る もの だ が,『 夢 の
宇 宙 誌 』 で も 『悪 魔 の い る文 学 史 』 で もつ な げ て書 か れ て い る た め原 文 が 省 か れ
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て い る と読 者 は 気 づ か な い 。な お,グ ス タ フ ・ル ネ ・ホ ッケGustavRen6Hocke
も 「迷 宮 と して の 世 界 一 マ ニ エ リス ム芸 術 』(美術 出版 社,種 村 ・矢川訳1966)の
第5部 で ま っ た く同 じ箇 所 を ペ ラ ダ ン の 弁 と して 引 用 して い る が,「 注 」 に
MarioPrazの著 書 を参 照 した と明 記 され て い る。
また,「小説 『ア ン ドロギ ュヌス』 の冒頭 には,こ の神聖 なセ ックスに捧 げ
られた,次 の ような長 い祈 りの言葉 が出て くる。あ ま りに長 いの で,一 部分
だ け を 引 用 しよ う」 と澁 澤 は書 く。 しか し,L'Androgyne(EDENTU,
EDITEURl891)に収録 され てい る 「ア ン ドロギ ュヌス讃歌」(全8節)の5
節 に澁澤 の引用箇所 は載 って いる。 冒頭 ではない。 しか も,ジ ャ ンヌ ・ダル
クの性を讃 えて 「奇跡 の性」 〈SexedeJeanned'Arcetsexedumiracle!〉
(p.7)と絶唱 した直後 に,「おお,太 初の性,窮 極の性,愛 の絶対,形 式の絶
対,性 を否定す る性,永 遠の性,お んみを讃 う,ア ン ドロギ ュヌスよ!」 〈O
sexeinitial,sexed6finitif,absoludel'amour,absoludelaforme,sexequi
nieslesexe,sexed'6ternit6!Losatoi,Androgyne!〉(p.9)と澁澤 は引
用を続 けているが,原 書では ジャ ンヌ ・ダル クへの讃歌 か ら,ア ン ドロギ ュ
ヌスの讃歌 に至 る間には3節 分 が挟 まっていて,「ア ン ドロギ ュヌスよ1」
とい う叫 びはこの 「讃歌」最 後の台詞で あるω。大幅な途 中の省 略があ るの
だ。 どうして,こ んな に大胆な省 略のある引用を したのか。話は簡単 である。
マ リオ ・プラーツが同 じ台詞 を丸 々途 中を省いて引用 して いるか らだ。
'「アン ドロギュヌス讃歌」Hymnedl'Androgyneは,Lesid6esetlesformesと
いうグループに分類される1)el'Androgyneの最終章にもまったく同じ文章のま
ま再録 されている。なお,不 思議なことがある。ペラダンの 「アンドロギュヌス
讃歌」 は,倉智恒男訳 『書物の王国⑨ 両性具有』(前掲)で邦訳 されているのだ
が,ど ういうわけか,そ の第5節 は澁澤の引用と同じ様に実際にはない文言(上






翻訳ではな く 『悪魔のいる文学史』をそのまま引いた結果,す なわちプラーツの
孫引きの孫引きということなのであろうか。
Jos6phinP61adanの著 書 うち,澁 澤 が 『悪魔 のいる文 学史』 を 「ユ リイ
カ」 に連載 した時点 で,所 有 し,そ の一部 にで も目を通 した可能性 があ るの
は,先 に触れ たLαDθγη鋤eLεcoηdθLεoηαγ4鹿Vinciだけ。 その書 物か
らは 『悪魔 のい る文学史』p.196に丸 々文章 を引いてい る。 ちなみに,こ の
箇所 をプラーツは 『ロマ ンテ ィック ・アゴニー』 に引用 していない。 ただ,
率直 に言 えば,ペ ラダ ンの考 えるア ン ドロギ ュヌス(男 女両 性具有者)の あ
り方 を説 く意 図な らば,ほ か にふ さわ しい著書 はある。 しか し,手 持 ちのパ
イにはか ぎ りが あった。
い っさい断 りな く,本 文 に黙 って組 み こんで しまった本 もある。 た とえば,
PhilippeJullian,Esth2tesetMagiciens(Librairieacad6miquePerrin1969:
1982年,白水社 か ら 「世紀末 の夢 ・象徴派 芸術』 とい う名 で邦訳 され た)
が それ。第4章 にLeSarP61adanと題 された箇所が ある。 澁澤 はそ こか ら
情報 を頂戴 して いる(『秘 密結社 の手 帖』や 『夢 の宇 宙誌』 を物 した ときに
はこの本が刊行 されていなか った。そのた めか,こ の二冊 の薔薇十字 に関す
る記述 は厚み を欠 く)。薔薇十字,と りわ け薔 薇十字 展 の記述 の濃度 を増 す
うえで,上 記 の書物 の存在は大 きか った。少 し長 い引用 になるが,た とえば
こんな例が あげ られ る。以下 の◎ が澁澤(『悪魔 のい る文学史』p.197),○
は フィリップ ・ジュ リア ン(杉 本秀太郎訳p.83を引いた)で あ る。
◎第一 回 「薔 薇十 字展」が官展 に対抗 して,ヂ ュラ ン ・リュエル画廊で開
催 されたのは,一 八九二年三月十 日のこ とである。 エ リック ・サテ ィの
トランペ ッ トの音 とと もに,こ の異様 な秘 密結社 の展覧 会 は華 々 しく幕
をあ けたのだ った。 むろん,出 品者 がすべて薔薇十 字団の団員 とい うわ
けではな く,き び しい規則 を設 けて,一 般か らも公 募 したので ある。第
一 同展のた めに資金 を提供 したのは,自 分で も下手 糞な画家で あ ったア
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ン トワヌ ・ド・ラ ・ロシュフコー伯爵で あ った。ペ ラダ ンの五幕 の悲劇
『バ ビロ ン』 も,時 を同 じくして上 演 された。 一八九二年 か ら一八九七
年 まで,薔 薇十字屋 は前 後六回 も開催 されて いる。 その うち,少 な くと
も第一 回は大成功 で,初 日だ けで も一万一千人 の観客 を集 めた とい う。
サ ロ ン
○ 自説を実行 に移す のに,ペ ラダ ンは薔薇十字の展覧会 とい うものを,官
展 に対抗 して結成す る気 になった。第一回は一八九二年,ヂ ュラ ン=リ ュ
エル画廊を会場 として,エ リック ・サ ティの トラ ンペ ッ ト曲 の鳴 り響 く
なか開幕。 ア ン トワーヌ ・ド・ラ ・ロシュフー コー伯爵(発 起人)が,
第一回 の資金 を提供 した。結社 の厳格 な規定 も設定 され た。一八九二年
か ら一八九七年 にか けて,薔 薇十字 団の展覧会 は六回 におよん だ。第一
回 は上首尾 に収 めた。
なお,「三月十 日」 とい う具体 的な 日付 や,最 後 の 「初 日だ けで も一 万一千
人 の観客を集め たという」 とい う記述 は,ジ ュ リア ンの著書 にな い。 だが,
ハ ンス ・H・ホー フシュテ ッター著 『象徴主義 と世紀末芸術 』(美術出版社,
種村季弘訳1970)に「一八九二 年三月十 日,彼 らはその最 初の美術展,有 名
な 〈薔薇十字屋〉(サロ ン ・ド・ラ ・ローズ ・クロア)を 画商 デ ュランー リュ
エルの家で開いた。高価 な入場料 に もかかわ らず,展 覧会は蓋開 け初 日だ け
で一 万一千 人 の観客 を集 め た!」(pp.205-206)とあ る。 この邦訳 は,訳 者
か らの贈呈 本 と して澁澤 の書架 にあ り,書 き こみ もな されてい る。
こんな例 もある。ペラダ ンが力を入れた薔薇十字展を冷ややかに見つめる周
囲の 「罵声や冷笑」 に触れ,澁 澤はこう指摘する。「ル ・ジュルーナル紙」






だ った。謝 々の幹が何 とな く人 間の形 を してい るよ うに見え る,神 秘 な
森だ った……。
そ して,直 後 にまたそ ろ細か な情報 を盛 る。 「薔薇十字 団の絵画作 品 は,急
速 に忘却の淵 に沈ん でゆ くことを余儀 な くされた。 今で は,大 家 とな ったル
オーの年譜 に,ま るで若気 の過 ちで も書 き留めてあ るか のよ うに,一 八九七
年の最後の薔薇十字展 に,彼 が十 三枚の宗教画の習作を送 った とい うことが
記 され ている くらいの もので ある」 と。 しか し,逐 一引用 は しないが,ミ ル
ボーの記事以下 すべて,先 に示 したフィ リップ ・ジュ リア ンの著書 のなか に
盛 られてい る情報 そのま まで ある。 それ に,印 象派 の擁護者 であ るオ クター
ヴ ・ミルボーの記事 に直 接当 ったのな ら,な ぜ 「あのへ っぽ こ画 家 どもが,
サ ン ボ リ ス ト
色彩べ たな絵描 き連中が,女 々 しい象徴主義者が,ラ ファエル前派 めが……」
と最 も 「罵声 と冷笑」をつ らつ らと書 き記 した皮 肉た っぷ りの記事(1896.10)
を見落 としたのか。つま り,数 頁 にわた り,澁 澤 は読者 のための 「道 しるべ」
をメモす る労を省 き,薔 薇十字屋 の情報提示 に集 中 してい るわ けだが,こ こ
は丸 々,一 冊の書物 の翻案,焼 き直 し,孫 引き とい う舞 台裏なの だ。
も う一 冊,現 在 で は な か な か入 手 が 困難 なRen6・GeorgesAubrun著
P61adan(E.Sansot1904)から も澁 澤はだ まって情報 を いただ いてい る。 ま
ずは写 真。 だれ が撮影 した ものかは不 明だが 『悪魔のい る文学史』 に掲載 さ
れて い るペ ラダ ンの 肖像 は,オ ーブ ラ ンのp.41とそれ と同一 であ る。また
〈Aumoisdejuillet1888,P61adanprendlechemindeBayreuth(_)Alors
ilconnutParsifal!Etcefutlaseconder6v61ationdesavieintellectuelle.〉
(p.16)とつづ られた箇所 は,「一八八八年七月,ペ ラダ ンはバ イロイ トに小
旅行を試み,こ の地 で ワグナーの 『パル シフ ァル』を聴 き,そ の知 的生涯で
二度 目の啓 示を受 けた」(r悪魔のいる文学史』p。197)とつつ がな く翻訳 され,
以下6行 分 が同書 か ら澁 澤の地の文へ と標識な しでとけ込 んでいる。
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今一 度,先 ほど引いた一文を持 ちだそ う。
ペ ラダ ンが死んでか ら五十年,こ の時代遅 れの矯激 な理 想家を人 々はさ
ん ざん嘲笑 しなが ら も,彼 か ら盗 める ものは容赦 な く盗 み,相 も変わ ら
ず彼の片言 隻句を引用 してい ること も,忘 れずに言 っておかねばな るま
い。
「盗 め るもの は容赦 な く盗み」 とはい ったい誰 の ことであろ うか。参考 まで
に,出 口裕弘 の 『澁澤龍彦の手紙』(朝日新聞社1997)には,こ んな発言 が載 っ
てい る。 澁澤が 口に した言葉だそ うだ。
「僕 は盗 みます よ。遠慮 な く盗 み ます」
四十前 後の ことだ ったと思 うが,そ う言 い放 ったのを憶 えてい る。
それ とも澁澤は,自 身の それ はすで に自家薬籠 中 とのたま うのであ ろうか。
澁 澤の名 誉のために,バ ルザ ックの 『セラフ ィータ』 の引用 箇所 について触
れておきたい。 澁澤はア ン ドロギ ュヌス(両 性具有者)を 説 明す るに際 して
これまで繰 り返 し,『セ ラフィータ』 を引 き合 い に出 してきた。 たとえば,
『夢 の宇 宙誌』(前掲)で は 「『セラ フィータ』 は,ア ン ドロギ ュヌス神話 を
中心 とした伝統 的な ヨー ロッパ文学の いわ ば最後 の達成,最 後の微妙な開花
であ った」(p.135)と書 き,直 後に 「アナ トール ・フランスが言 ったよ うに,
『ヘル マ フロデ ィ トスの観念 に恩か れてい た』世 紀末 デカダ ンス作家 の一 人
に,奇 矯 な神秘思想家 として名 高い ジ ョゼ ファ ン ・ペ ラダ ンがあ る」(p.136)
と追記 した。 が,こ れまでは,バ ルザ ックに触 れることにな ったいわば元 ネ
タで あ るMirceaEliade,M6phistoph612setl'androgyne(Gallimard1962)




tousseslivres》.〉(p.122)であ る。 だが 『悪 魔の い る文学史 』 では,出 典
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を 明 記 し堂 々 の 引 用 で あ る。 し か も,エ リ ア ー デ の 誤 記 を さ り げ な く訂 正 し
た 部 分 も あ るω 。 隠 す ば か り で は な く,明 示 し た こ と も な い で は な い 。 こ の
点 を 追 記 し て お き た い 。
'エ リア ー デ が 〈_L'AndrogynedeP61adan(1891),lehuitiemetomedela
s6riedevingtromansintitul6sLad6cadencelatine_〉(p122)と記 した箇
所 を,澁 澤 は 「『ラテ ン的 頽 廃 』 と題 され た二 十 一巻 の 連 作 小 説 の 第 八 着 目に 当
る,ペ ラ ダ ンの 『ア ン ドロギ ュ ヌ ス』(1891年)」と訳 出 した。 本 稿 のp.59(中
央部分)を 参 照。
写真で確認できる範囲に限ってだが,澁澤による書物への書きこみは,主 と




成 して,オ リジナルと感 じられる世界を組み立てる。端的に言えば,こ れが
澁澤の作品構成術であった。
『書物 の宇宙誌 ・澁澤龍彦 蔵書 目録』(前掲)に 載せ られ た巻末 の対談の なか
で,巌 谷国士 は相手 の松 山俊太郎 に こう語 っている。
(澁澤には)う しろめたい とか いうことは全然 ないわけ。 それを発見 した
人 は,鬼 の首 をと ったよ うによ く批判 しますけ ど。 本を訳 して いる うち
に 「あれ,澁 澤龍彦が使 ってい るな」 とわか った とか。 で も澁澤 さん は,
もっと何百倍 もいろんな原典 を使 ってい るんで,ひ とつ発見 したか らっ
てそうい うことをい うってのは,実 はまだわか っていな いわけ(笑)。
この"(笑)"を 受 け,な ん と して も余 滴 を活 字 に して おきた い と思 った。
「"よく"批 判 します」 の 「よ く」 とは誰の ことで,ど の程 度の ことを指 すの
か。具体 的な数字 の裏付 けのない無責任な言い ようではな いの か。 それに,


















すべ く改め られた箇所はない(*減。巌谷の口にす るこうした要 らぬ情報が,






アレンジの達人でもあるし,パ ッチワークの器用さには眼を見張 る。 しか し




'澁澤を 「異端文学者気取 り」と称 し,「ヨーロッパがまだまだ遠 く,洋書を手
にするのも難 しかったから,あの程度でも素人は幻惑できた」(r天使が通る』,







てたのは,な にをかいわんや上記の対談を行っているご両人,鰻 谷國士 と松山
俊太郎だ。澁澤の死後出版である全24巻にわたる全集(以 下,『澁澤龍彦全集』
とは河出書房新社の全22巻 ・別巻2巻 本1993-1995を指す)の なかで,松 山
は,澁 澤の 『サ ド侯爵の生涯』は大半が レリーの 『サ ド侯爵の生涯』から抄出
したもの(GilbertLely,ViedumarquisdeSade①②,Gallimard1952/1957
やMorceauxchoisisdel)onatien-AIphone-」FrαnCoismarquisdeSade,Seghers
l946のこと。なお,『サ ド侯爵の生涯』の補遺にLelyの浩潮な 「サ ド伝』が
新 しいサ ド研究の流れであるとの注記は施されている)(★★)と断 じ,巌 谷 は
『胡桃のなかの世界』について 「澁澤龍彦の多 くの博物誌ふ うの書物の中でも,
おそらくはこれほど博引芳証の目立つ ものは少なくないに違いない。あまつさ
え,と きには特定の書物の記述をそのまま借用 して,自 説のごとく展開してゆ
くといった場面 も見られる」と書いた。さらには 『幻想文学』(第50号1997)
では 「法律的,道 義的立場か らは 『どうだろう』ということになる」 と記 し,
澁澤の創作法が単なるコラージュや下敷きのレベルを超えていたことを明確に
指摘 している。 また,晩 年の小説はジャン・ロランの短編や石川鴻斎の 『夜窓
鬼談』を下敷きにして書かれたものと松山は言 う。澁澤の蔵書から考えれば,
綺諏集 『ねむり姫』や 『うつろ舟』を書 く際に参考にしたのはJeanLorrain
のPn'ncessesd'ivoireetd'ivresseに載 った作品群であろう。 しか も,『澁澤龍
彦全集(19巻)』の解題で触れられているように,澁 澤が参照 した版は1902
年の初版ではなく,1980年の増補版である。なぜなら,後者 には 「狐媚記」




が行えば,た とえ 「日本の王朝か らルネッサンス,イ タリアまで,古今東西の
アラベスク
典籍を自由に換骨奪胎 し,虚 と実,小 説 とエッセイの間を縫い,唐 草のよう
に螺旋を描きながら様式化された,ア レゴリーの不可思議な宇宙」(単行本r唐
草物語』の帯文)な どと断ろうと,い かなる裁定が くだ り,どんなレッテルが
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貼 られ るで あ ろ うか 。
★ 『澁 澤 龍 彦 全 集(3巻)』 の解 題 の な か で,出 口裕 弘 は 「な お,こ の 小 説
(引用者注:『犬 狼物語』)は,ア ン ドレ ・ピ エ ー ル ・マ ンデ ィ ア ル グの 短
編 『ダ イ ヤ モ ン ド』,お よ び 『子 羊 の 血 』 の 翻 案 の 部 分 を含 ん で い る」
と記 して い る。 ち な み に,"翻 案"を 手 も との 辞 書 で 引 くと 「原 作 の 内
容 を いか して改 作 す る こ と」 と あ る。 つ い で に"剥 窃"を 辞 書 で 引 く と
「他 人 の 文 章 や 文 句 を,自 分 の文 章 と して こ とわ り な く使 う こ と」 と記
さ れ て い る。 『犬 猿 都 市 』 内 に マ ンデ ィ ア ル グの 短 編 を下 敷 き に した と
い う記 述 は な い。
★★ 『サ ド侯 爵 の生 涯 』 に 関 して,遠 藤 周 作 は 「ジ ル ベ ー ル ・ル リ ィ(引 用 者
注:フ ランス語 をカナ書 きす る方法 は一 様では ないがLelyの表記 は澁澤や松 山
のよ うに"レ リー"と 表記す るよ りは遠藤 のよ うに表記す る方 が通 例ではないか)
の 『サ ドの生 涯 』 あ るい はモ ー リス ・エ ー メ の諸 研 究,そ の他,入 手 し
得 る 限 りの サ ドの 書 簡 や 文 献 を土 台 に して,十 八 世 紀 の最 も壮 大 な 文 学
者 サ ドの 素 顔 と そ の 内 側 の 秘 密 を 氏 は 自分 の 手 で 発 掘 し た の で あ る 」
(「週刊読書人」1964.1026)と書 い た 。遠 藤 周 作 も,G.LelyのViedumαr-
quisdeSadeの原 本 を 持 っ て い た(町 田市 民 文 学 館 所 蔵 「遠 藤 周 作 寄
贈 本 資 料 」,No.428に記 載 あ り)。 な お,澁 澤,遠 藤,そ して松 山 俊 太
郎 はSadeを 通 じて不 思 議 な 因縁 で 結 ば れ て い た よ う だ。 フ ラ ン ス で
Pauvert社か らG.Lely監修 の サ ド全 集 が 刊 行 さ れ た際,書 店 にそ の 全
集 を 注 文 して い た三 人 が こ の面 々 で あ った とい うか らだ 。 雑 誌 「ユ リイ
カ」(1988.6)で種 村 季 弘 が こ の逸 話 に触 れ て い る。
⇔ こん な 加 筆 例 が あ る。 「も っと も,ケ ネ ス ・ク ラー ク卿 に よれ ば,『 古 典 神 話 に
心 を 動 か され ず,情 緒 的 に も官 能 的 に も女 に 惹 か れ た こ との な か った 』 レオ ナ
ル ドは,ま た 同 時 に,『新 プ ラ トン主 義 の 空 想 に も我 慢 が な ら な か った 』(『裸
体 論 』 一 九 五 六 年)は ず な の で あ る」。 澁 澤 の 書 架 に はLenu① ②,trad.de
MartineLaroche1969があ った 。 書 き こ み も あ る。 しか し,「 悪 魔 の い る文
学 史 」 の 初 出 誌 「ユ リイ カ」 に は この 部 分 が な い 。1971年,単 行 本 『悪 魔 の
い る文 学 史 』 が 刊 行 さ れ る数 ヶ月前 に 邦 訳 が で た 。 ケ ネ ス ・ク ラ ー ク著 『ザ ・
ヌ ー ド(裸 体 芸 術 論)』(美 術 出版 社,高 階 ・佐々木訳)で あ る。 そ のp.159と澁
澤 の 引用 は重 な る。 文 言 も邦 訳 の ま ま 。 しか し,邦 訳 『ザ ・ヌ ー ド』 が準 拠 し
た 原 本 はTheNude,AstudyinIdealForm,BollingenBooks(1960)と後 書
き に あ る。 これ を1956と記 す の は 澁 澤 の 見 栄 か,さ も な けれ ば 目 く らま し。
ち な み に,林 達 夫 は こ の書 を 『裸 体 画 』(TheNude1956)として 「精 神 史 」
の 注 に 引 い て い る。 澁 澤 が 「ジ ョゼ フ ァ ン ・ペ ラ ダ ンと ス タ ニ ス ラ ス ・ ド ・ガ
イ タ侯 爵 」 の 冒頭 に 引 用 した 林 か らの 引 用 文 も 同 じ 「精 神 史 」 で あ る。












あ り し日の澁澤 の愛すべ き姿 を偲 ぶ ことので きるエ ピソー ドを い くつ かの書
物 か ら引用 して おきたい。 まずは,漫 画家の南伸坊 が紹介 して いる逸話。 タ
イ トル は 「『や さ しく』 な い講義」 とある。
昭和三年 生 まれの澁澤先 生が,美 学校(引 用者注:現 代思潮社がは じめた
私塾。当時,飛 ぶ鳥の勢いであった面々が講師を担当したことで知 られる)に
講義に見えたのは,一 九六九年 だか ら,す で に四十一歳 だ ったと思 うが,
二十代の若者の ように しか見 えなか った。 濃いサ ング ラス をか けた天才
坊やの ように見え る先生 は,教 室に まるで王座 のよ うな高 い教壇 をつ く
らせて,そ こに どっか りと座 られ た。(中略)講 義が始 ま るはず なの に,
先生 は何 も言 わない。あた りをへいげい して いる。王座 のような教壇 は,
生 徒 どもと同 じ平面 なんかにい られ るかい,と い ってつ くらせ た ものだ
とい う。ま るでヤ ンチ ャ坊主で ある。(r私が聴いた名講義』,一季出版1991)
教 壇を 「王 座」 に仕立て る。 た しかに澁 澤 らしい演出だ。南 は この ときの講
義 が難 解であ ったと記 し,同 時に中身 は憶 えていない と補足 しなが ら,こ の
講義 か ら影 響を受 けた と不思議 な告 白を してい る。 そ して,エ ッセイ をこ う
結 ぶ。 「何 しろ,教 壇 に立 ってい る(そ の時は座 って いたが)先 生 が,カ ッ
コイイナア,と 思 ったの はこのときが初 めてだ ったか らだ」。
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浦和 高校 で澁 澤 と同期 の出 口裕弘 は言 う。 「全集が完結 したい ま,澁 澤龍彦
とい う文 学者 はい った い何 だったのか と,い ま さらのよ うに考え こむ人 は少
な くないだろう。一 つだけ,つ ねつね 口に してい ることを先 に書 いてお くと,
二十 四巻 にのぼ る彼の全集 には,す みか らすみまで,ぎ っ しりと 『情報』が
詰 ま っている」 と。 そ して,シ オ ラ ンのア フォ リズムを引き 「一個の牡蠣 は,
貝殻 を作 るのに,体 重の五万倍 もの海水 を体 内 に通す のだ とい う」(r澁澤龍
彦の手紙』前掲)と 書 いた。 書 き手 と して の澁澤 を 「牡蠣」 に見立 てる。 さ
す がに長 い間,近 くで澁澤 を見 ていただけに うまい比喩であ る。
十年近 く,夫人として澁澤のそばにいた矢川澄子の記 した言葉 も忘れがたい。
「だいたい結婚をまつまで もなく,五五年以降,二 人の蔵書はごく特殊な原
書などをのぞき,完全に混然一体化 して しまっていたのだからしかたがない。





か頬が赤 らんだ。そ して,無 性にうらやましくもあった。ただ,そ の後,矢
川女史が自ら命を絶とうとは思いもしなかった。
三 島由紀 夫の書 いた澁浮評が ある。 『澁 澤龍彦氏 の こと』(r澁澤龍彦集成』内
容見本,桃 源社1970)と題 された短文だが,最 後 は こう締 め くくられ る。
この人 がゐなか った ら,日 本 はどん なに淋 しい国になるだ らう。




彦を想定 して書かれたとするなら,そ してそこに三島の澁澤観が凝縮 していると
したなら(そ う読めてしまうし,ま た,そ うだと三島が高笑いを交えて語 ってい
たとの証言もあるが),上記の引用は,い わばほめ殺 し。絢燗豪華な張 りぼてと
相成る。ただ,三 島が割腹自殺 した年,「日本読書新聞」の12月21日号に載っ
た 「今年の収穫」 というアンケー ト欄で,澁澤は 『暁の寺』を一番に推薦し,二,
三は 「ナシ」とした。「作者が自己の内面をあからさまに読者にのぞかせた作品









「恐 らく数 ヶ月 しか生きないだろうと思った。そう考えるととめどもな く涙
が出た。彼の輝か しい頭脳のために声をあげて泣いた」(季刊 「みつゑ(冬)」:
追悼 澁澤龍彦1987)。今年,輝 ける頭脳が長逝 して,20年の歳月が過ぎよう
としている。
楽
澁 澤 の所 有 して いた文 献 が,ど の 図書 館 に収蔵 されて い るか,た とえ ば
NACSISWebcatを使 って検 索 してみ る と面 白い。 彼 は,全 国の 図書館 が
束 になって もかなわぬほ ど珍 しい本を複数所蔵 していた。 しか も洋書 で言 え
ば持 っていた書物 の3割 近 くには 目を通 した形跡があ る(言 うまで もないが,
この比率 はす ごぶ る高 い)。その数,ざ っ と3,000冊と概算,そ れで も1,000
冊 ほどには目を通 し,書 きこみを施 してい ることにな る。む ろん,翻 訳 もあ
またこな した。卒業論 文の 「サ ドの現代性」 を提出 した1953年を執 筆活動
の スター トと見なす な らば(*),実質的 な執筆 活動期間 はその後30数 年。 と
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す る と,単 純計算 で年間30冊 以上 の洋書 には 目を通 し,そ の3倍 を超 え る
欧文 の書 籍 を購入(和 書 はカ ウン トしていない),そ して一 年 に平均400字
詰 めの原 稿用紙1,300枚近 く書 いて いた ことにな る。澁 澤 という人 が どれだ
けの読書量 を誇 ったか,ど れだ けの もの に目を通 したか,そ れは想像 を絶す
る。英仏 を中心 に複数 の外 国語 に通 じた語学の達人で もある。 その訳文 は原
文 に忠実 であ りなが ら,よ どみがな い。 今回 も原文 と澁澤訳 とを照 らしなが
ら,幾 度 もため息 が出た。凝 っては いな いが,自 然で,巧 みであ る。 ただ,
pratiqueは苦 手 で あ っ た と聞 く。 マ ンデ ィ ア ル グAndr6Pieyrede
Mandiarguesが来 日した とき,彼 は,自 著 を何冊 も邦訳 して くれて いる澁
澤 との座談 を望 んだ とい う。 だが,澁 澤 はマ ンデ ィアル グに会 って,会 話が
ままな らない 自分 に不信感 を もたれ るのを案 じ,密 か に京都 に逃 げた(逃 げ
たのではな く,た また ま入洛 していた とい う話 もあ る)。 この とき,同 じ く
マ ンデ ィアルグの表敬訪 問を避 け,祇 園 に身を隠 した のが生 田耕作。二 人は
京都界 隈で時 を過 ご してい る(『唐草物語 』 に収録 されて いる 「遠隔操縦」
にこのときの状況 が微妙 にア レンジされ,ち ゃか され て活字 にな っている。
来 日した相手 はサ ド侯 爵 の子 孫 とい う設定 だ。生 田 の名 はな いが,K大 学
　 　




一致であろうか)。 こんなエピソー ドがいつのまにか人に知 られるおおらか
さ。語学力が薄 っぺ らな会話力 と混渚され,鼻持 ちならない会話自慢があち
こちに出没 しはじめた今 日この頃,こ の逸話は澁澤の器の大きさを逆に誇 ら
しげに示 しているように感 じる(牢*)。付言すれば,澁 澤と生田が反 目してい
たと指摘する人 もいるが(神 田の有名古書店主 もその一人),それは違う。
仲は悪 くない。互いの力量に敬意を抱いていたからであろう。まさか,眉 目
秀麗の違いや身長の差が生んだ伝説ではあるまいから,も し反目しているよ
うに見えたとしたら,それは澁澤,生 田の自宅へ参集 していた腰巾着や取 り
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巻 きた ちの責で あろう。詩 人高橋睦郎の証言 に よれば,「Aさ ん とBさ ん は
仲 が悪 いのだ そ うです ね」 と澁 澤 に話 をふ った ところ,彼 は声 を高 くして
「そんな話はいちばん くだ らんよ」 と叱責 した とい うで はないか(「別冊新評 ・
澁澤龍彦の世界」1973)。
*活字になった澁澤の実質的な処女作は 「撲滅の賦」(『エピクロスの肋骨』に収録)
である。 しかし年譜で知られる通り,澁澤はコク トオ著 『大膀びらき』の翻訳で
世に出た。前者は同人誌 「ジャンル」に載 ったもので1955年のこと,後者が白
水社世界名作選 として上梓されたのはその前年である。だが,コ クトーの翻訳は
数年前か らはじめて,出 版の前年(1953年)には終わ っていたとのこと。その
意味で,1953年をスター トとみたい。 ただ,澁 澤幸子著 『澁澤龍彦の少年世界』
(集英社1997)には,「(今日出海の翻訳の)下請けとはいえ,初 めて一冊の本を訳出
した」としてジョル ジュ ・シムノンの推理小説 『霧の港』LePortdesbrumesの
名があげられている。澁澤が東京大学に入学 した1950年の話であるという。三
度,東 京大学の入試にチャレンジするうちに,澁 澤はアテネ ・フランセでフラン
ス語の力を磨いたそうだから,下訳はつけられたに違いない。ただ,こ の下請け





なざしを受け,不 意に 「少 しお話を して もよろしいですか」 と声をかけられた。
するとフランス語での会話がお好みでない先生,す かさず,PardonMonsieur,
1'aioubli6monaudiophone.「すみません,補 聴器を忘れました」 としゃがれ
た声で応 じた。そう言いなが ら,こちらにはウインクしてみせた。 これには笑っ
た。もちろん,こ の方がますます好きになった。
澁澤は種本が見つかってもさして頓着はしまい。マリオ ・プラーツのカバー
裏で 「ヒントを得た」 と蠕いたように,拙 文の打つ半畳など,天 国の彼は
「今頃知 ったか」「ばれましたか」と悪戯 っ子のように軽 く舌を出すだけであ
ろう。 ちょいと学があると思いこんでいる一知半解への拮華微笑を当てこん
で,わ ざと仕込みを して くれていたのかもしれない。それを口にする愚は,
それこそお釈迦様の掌の上の孫悟空。知 らぬが仏。知 った気にな り,澁澤の
隠蔽 したものをあばき出そうとやっきになると切りがない。泥沼である。こ
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の余 滴で 『悪魔の いる文学史』 のなかの ご くご く一 部 しか相手 にできなか っ
た ことがその証左。 ここにはなるほ ど悪魔 が潜 んでい る。悪魔の しっぽの先
に軽 く触れ るだ けで もいたず らに時間が流 れ る,そ んな仕掛 けで ある。澁澤
はその姿を見て密か にほ くそ笑 んでい る節 があ る。 彼 はおの れの知識 に酔 う
ことはあ って も,け っして淫 しは しなか った。 心憎 いか ぎ りだ。
(ひさまつ ・けんいち 商学部助教授)
